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〈要 約 〉 小学校教育研究員(理 科)・

自然 を意識 し自ら自然 に働 きか けて い くことので きる児童 は,直 接経験を通 した主体 的

な問題解決 活動によ って培 われ る と考 え,各 分科会 において具体 的に研究を進 めた。

3年A… 噴水を使 って遊 ぶ活動 か ら空 気 と水の性質を体感 し,そ の性質の違 いを比較す る

中で,児 童の思いや願 いをふ くらませ ることがで きるよ うに した。

3年B… テ ィームテ ィーチ ングの指導 によ り,児 童が思 い思い に土や石に触 れ,そ の性質

の違 いや特徴 にっ いて問題 を見いだ し,追 究で きるように した。

4年 ……小集団や全体での学 び合い活 動の場面 を意 図的に設 けることによ って,個 々のよ

さが生か され,水 の状態変化に対す る見方 や考 え方が深 まるように した。

5年A… 身近 な ものを とかす活動を十分 に行い,個 々の認識を修正 ・共有化す る振 り返 り

の活動を通 して,も のの とけ方 に対する見方 や考え方を深あ るように した。

5年B…A区 分の 内容を相互 に比較 し,人 と関係付 けて い くことで,生 命が連続 してい る

とい う見方や考え方 と,生 命を尊重す る態 度を育て るよ うに した。

6年 ……ハ ーブテ ィーでの導入や開発 したパ ソコンソフ トの活用,情 報 コーナーの設置な

どによ り,児 童が意欲を もって主体的に水 溶液の性質 を追究で きるよ うに した。
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〈 理 科 部 会 共 通 研 究 主 題 〉

直接経験を通 して,主 体的に問題を追究 しながら,

進んで自然にかかわる態度を培 う学習活動の研究

○共通研究主題 につ いて

小学校理科 では,自 ら考 え,判 断 し,表 現 し,行 動す る資質や能力,い わ ゆ る,新 しい学力

観 に立 っ学力 を,自 然 の事物 ・現象 を対象 とした児童の主体的な追 究活 動によ って育成 しよ う

と して い る。そ こで,児 童一入一 人が主体 的た問題 を解決で きるよ うにな るたあには,自 分が

見いだ した問題,自 分が設定 した予想,自 分が考 えた観察 ・実験の方法,自 分 が出 した結果 と

その考察 とい うような一連の問題解決活動 において,「 自分が行 ってい る」 とい う意 識を児童

が もつ ように問題解決活動を構想 し,展 開す ることが重要で ある。

とくに,主 体的 な問題解決活動を重

視 した理科学習 において は,自 然の事
社会の変化に自ら対応できる心豊かな人間の育成物

・現象 に対す る 「直接経験 」が重要

ぞ楢識 蹴 翫 舅 …、_』魚_…'金

新しい学力観 新しい評価観学習指導要領の目指す学力

直接経験に よって,知 的好奇心が刺激

され,自 然事象 に対す る疑問や問題 を

自分で見いだす ことがで きるようにな

るか らであ る。 さ らに,自 分で問題を

見 いだす ことがで きれば,そ の後の追

究活動 も主体的 に行 うことがで きると

考え る。

以上の ことか ら,理 科部会で は,共

通研究主題 を 「直接経験 を通 して,主

体 的に問題 を追究 しなが ら,進 んで 自

然 にかかわ る態 度を培 う学習活動の研

究 」 と設定 した。

また,各 分科会 では,本 研究主題 を

基 に,児 童 の 発 達段 階 を考慮 しなが

ら,社 会 の変 化に対応す るとともに,

日常生活 において創造 的に考え,判 断

し,行 動 で きる能力 と態度を育成 して

い くことを 目指 して,具 体的な単元 の

学習 の中で,学 習活動,支 援,教 材,

指導形態 な どの手 だてを工夫を しなが

ら研究 を進 めた。

o内発的な学習意欲を

喚起する

o自 ら学ぶ意欲や能力

を培う

Q思 考力、判断力.表

現力、実践力を養う

自ら学ぶ意欲 思考力 判断力 表現力

1児 童 観 .・

児童はよさや可能性を秘めた有能な存在である

O児童の自己実現の

支援する評価
一肯定的評価

・包括的評価

・継絞的壽価

・過程の評価

'支

援 、1∫:1∴',1.支 援1』

目指す児亜像

児童の実態 ○ 自ら自然にはたらきかける児童
理科の課題

o自然に対する興味・ ○ 自ら問題解決に取 り組む児童

関心o科 学的な見方や考え方ができる児童Q理 科離れ・自然離れ
　　ロぼな　ゆの　ユちなガれ

e少ない体験O自 分のよさや可能性を発揮する児童 見直し
G体験学習.環境教育

O多横な学習形態
o生命尊重、自然愛護

科の目標

自然に親しみ、観察 実験などを行い.問題解決の能力と自然を愛する心情を育てるとともに

自然の事物・翼象についての理解を図り、科学的な見方や考え方を養う.

1
共 通 硝 究 主 題 「

直接興 左涌 して、主体的に贋題 を{自穿Lな がら、准んで臼然 かか焔 儲 樽 讐 縣 糊 僻
千

1 腰1
O自 然の事物・現象

との出会い

O感覚〔体感)の重視

O既 有の知識や経験

の活用

O概念の形成

¢児童が自分で追究

O問題の発見

o観察、実験、飼育、

栽培

C情韓の整理

o関係付け、意味付け

o自 然との触れ合い

O臼 然への愛惰

G自 然の愛護'尊重

o自 然へのはたら

きかけ

O児童が主体の活動
・思いや順いの実現

・学習清動

'教材の工夫

・教師の支援

ワ

各 分 科 会 の 研 究

/ 一2一



〈 第3学 年A分 科 会 研 究 主 題 〉

気付 きを生か して問題を見 いだ し,思 いや願 いを実現 して い く学習活動の工夫

「空気 と水」の学習を通 して

1本 研究で明 らか にな った こと

1.児 童が心を動か し,思 いや願 いをふ くら

ませ なが ら活動す るには,空 気 と水の性質

の両方 に着 目で きる教材 と して 「噴水」を

用意 し,そ の仕組み を調べて い く活動の場

を確保す る ことが有効であ る。

2,児 童が問題 を見 いだ し主体的 に活動す る

には,一 人一人の気付 きを全体で共有 し,

類別 しなが ら問題 と して高 あて い く話 し合

いの場を設 け,お もちゃ作 りに向けて思 い

ボ ール 針 一 →

空 気 一→

水『 →

足踏みポ ンプ

や願 いをふ くらませて いけ る活動計画を工夫す ることが必要であ る。

3.児 童の思 いや願 いが実現で きるよ うに支援 してい くためには,問 題解決 の過 程の中で児

童の変容を見取 りなが ら,自 己評価 も含めた観点別 の評価を進あてい くことが有効で ある。

ll研 究の内容

1.研 究主題 につ いて

実態調査 によれば,第3学 年の児童 は,日 常の生活経験 や低学年の生活科の学習を通 して,

様 々な自然の事物 ・現象 に接 し,身 近な草花や昆虫な どに多 くの気付 きを もつよ うにな って

きて いる。 また,知 的好奇心 も芽生え始め,自 分の思 いや願 いをか なえ るために主体 的に自

然 に働 きか けて い こうとす る姿 も見 られ るように もな って きて いる。 これ らの ことか ら,児

童 は,初 めての理科の学習 に大 きな期待を もってい る。 したが って,第3学 年 において は,

児童 自 らが思 いや願 いを実現 して いけるような理科学 習を進 めることが大切であ る。 その た

あ には,観 察 ・実験 などの直接経験を通 して 自然の事物 ・現象 に触れ なが ら,喜 び ・驚 きな

どの思 いや願 い,発 見 ・疑問 などの様 々な気付 きを生か して,自 分 たちで見いだ した問題 を

主体的 に解決 して い く能力 を身 に付 けることが必要であ ると考 える。

2.単 元 につ いて

児童 は,日 常 の生活 や生活科 の学習の 中で,ボ ールや風船 ・水鉄砲 な ど身近な存在であ る

空気や水の性質 を利用 したお もち ゃや道具 を使 って きて いる。 しか し,そ れ らの物が,閉 じ

こあ られ た空気 や水 に力 を加 えた場合の性質を利用 して いるとい う科学 的な見方や考え方 に

まで は至 って いない。 また,そ の性質 や存在 にあま り疑問を感 じていない ことも多い。

そ こで,本 単 元においては,操 作 を加え ない と実体 と して とらえに くい 「空気」 と,操 作

を加 えな くて も実体 と して とらえやす い 「水 」 とい う二つの物質にっいて,そ の性質の違 い

を比較 しなが ら調 べてい く活 動を行 うことによ り,空 気や水 に自 らかかわ りなが ら,心 を動

か し,思 いや願 いをふ くらませてい くよ うな児童像 を目指 したい。そ して,そ の思いや願 い

を実現 す るたあに,気 付 きを生か して問題 を見 いだ し主体的 に追究 してい く児童 を育て るこ

とで,第3学 年 の児童 に即 した主体 的な問題解決活動の基盤をっ くることがで きると考えた。
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一☆一人一人の気付きを促 し,意 欲を高める活動の場
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4.授 業の工夫 と実践

(1)噴 水 との出会い と児童 の願い

は じめ に,噴 水 の管 に口か ら空 気を吹 き込 む方法で,噴 水 との出会 いの場面 を提示 した。

そ こで教 師は児童か ら見えないよ うにボール等 で強制的 に空気を送 り込 み噴水の水を高 く上

げ,児 童の噴水 に対 す る心の動 きを期 待 した。 この導入 により,児 童 は 「や ってみ たい。 よ

り高 く水 を とば したい」 とい う願 いを もった。 それ は児童が 口か ら息 を吹 き込むだ けで はな

く,ビ ニル袋で集めた空気を使 った り,マ ヨネーズの容器や ボールにつなげ,多 くの空気 を

吹 き込 もうと した りす る多 くの工 夫を見せた ことで確認で きた。 さらに,そ の願 いか ら,高

く遠 くへ水を とばす競争が児童の間で 自然に始 ま った。 この一連の活動 か ら,低 学年 の生活

科 で培 った遊びに対 す る積極的な取 り組 みを うかが うことがで きた。

この児童が願 いをふ くらませてい く過程 の中で,よ り高 く水を 出す工 夫をするばか りで な

く,空 気を吹 き込 んでその吹 き込 み 口をふ さいだ ときに水が 出続け ることな どを発見 し,疑

問を感 じた児童が多 くいた。 この ことか ら,噴 水 が児童 に とって多様 な気付 きを もっ ことが

で きる教材であ ることが確認で きた。

また,活 動を記録す る学習 カー ドを用意 し,さ らに,そ の 中に児童が 自分の学習 を見っ め

直す ことがで きる 「がんば り レベル」 「お も しろ レベル」の項 目を取 り入れた。 この こ とに

よ り,児 童 は活動を振 り返 るとともに,次 時への意欲 を もっ こ とがで きた。

② 願 いの実現 に向 けて

児童 は,口 で空気を吹 き込む ことが大変なたあに,水 を とばす ための別の工夫を した。 し

か し,何 か に気付 き,そ れ を もう一度再現 しようと して も噴水 は思 うようにとばない。 この

くり返 しの 中で児童 は噴水 を もっととば したい という願いか ら,日 常使 ったことのあ る足踏

み ポ ンプで効率 よ く空気 を送 り込む こ とを考えついた。 そ して,勢 いよ くとぶ噴水を使 って

活動す るこ とで,前 時 の気付 きが しぼ りこめ るよ うにな った。教師 はこれ らの児童の活動を

見取 る ことによ り,空 気 の送 り方,ポ ンプの使い方,ペ ッ トボ トルの感触,水 の補給 な どに

つ いて多様 な気付 きが見 いだせ るよ うに支援を した。

さ らに,こ れ らの活 動を通 して児 童の学習の状況を観点別に評価 し,そ れ に対応 した評価

一覧表 を作成 した
。 この ことによ り児童の実態が把握 しやす くな り,心 の動 きに も素早 く対

応 す ることがで きた。また,記 録 の分析を行 うことで計画的 な支援を行 うこともで きた。

(3)共 有化 された気付きを問題へ高める

気付いた ことを再現 しなが ら各 グループか ら多 くの気付 きの発表が されたが,児 童はそれ

ぞれ の発 表 に興 味 を もって耳 を傾 け,互 い の よ い と ころを認 め なが ら焦 点 を しぼ って

類 別 してい った。

この活 動 によ り互 いの気付 きは全体の気付 きと して共有 され た。 さ らに,そ の気付 きは,

「水 が とぶわ けを知 りた い,調 べてみたい」 「噴水 を作 ってみ たい」 「水 と空気の力 はほか

のお もち ゃを作 るの に使え る」 とい う意識 へふ くらんだ。 そ こで,児 童の気付 きを問題 と し

て高め る話 し合 い活動を取 り入れ,支 援を行 った。 そ して,こ の活動を通 して い くつかの解

決 すべ き問題を作 り上げ た。 しか し,気 付 きを問題 と して文章化す る際,気 付 いた事象の ど

の部分 を問題 とす るのか というところで迷 った児 童が多 く,そ の場面での適切 な支援の在 り

方が課題 と して残 され た。
-5一



(4)噴 水の秘密 を探 る

ア.空 気が水 を押 して いるのか

児童 はボ トルの中の空気 の存在 を確 かあ る実験 を考 え,問 題の解決 を行 った。 この場面で

これまでの,閉 じ込 あ られた空 気の存在 について のあいまいな考えを,こ こで検証 し,さ ら

に噴水 の水 が出 るわけを話 し合 った。水 が とぶわけを知 りたいとい う願いのふ くらみが空 気

の存在の調べ方を多様化 させ,中 の空 気が水を押 して い ることを確かめ ることがで きた。

イ.空 気 は圧 し縮 めることがで きるのか

気付 きか ら作 り上 げた問題 を解決す る活動を,よ り主体的に行 い,噴 水の水が 出続 けるわ

けを解決す る場 を設定 した。 また,空 気が縮む という事実 と,そ の際の反発力の確認 を噴水

の実験 か らだ けではな く,注 射筒 ・空気鉄砲 ・空気 いす等の体感で きる実験 や教 材を用意 し

学習 を進 めた。 そ して,児 童 が この活動 を通 して,こ れ らの教材か ら得た直接経 験は問題 を

解 決す るための多 くの気付 きとな った。

さ らに児童の学習 に対す る興味 と,進 んで 自然にかかわろ うとす る意欲か ら,水 は縮め る

こ とがで きない ことを児童 自 らが発見す ることがで きた。

ここに至 って,噴 水 の水が 出るわけを児童が互 いに事実 に即 して説 明 し,学 び合 いがで き

るよ うにな り,説 明で きる喜 びを もっ ことが で きるよ うになった。また,そ の際に説 明を し

やすいモデル図 も準備 したが,水 が出続け ることの説明で は児童 自 らが ノー トや黒板 に図を

書 き,説 明す ることがで きるようにな った。

(5)思 いや願 いの実現へ

噴水の水が とぶ理 由を説明で きるよ うにな った喜 びは 「自分で も噴水 のセ ッ トを作 ってみ

たい」 「空気や水の力 を使 ったお もち ゃを作 ってみ たい」 とい う願 い とな った。 そ して,空

気鉄砲 ・水鉄砲 やマ ヨネーズの容器 を使 った空気 ロケ ッ トな どを作 った。また,空 気 や水 の

力 を どのよ うに利用 したのかを遊 び方 と一緒 に学習 カー ドに説明を書 き,掲 示 した。さ らに,

噴水 やペ ッ トポ トルを使 った ロケ ッ ト作 りに挑戦 をす る児童 も出て きた。 そ してその後 ほと

ん どの児童が ボ トルを使 ったお もち ゃ作 りを考え るよ うにな った。互 いのお もちゃに驚 いた

り,疑 問を もった り,さ らにそれ らを確認 しようとす る様子 も見 られ,そ の遊ぶ姿の 中に,

科学的な見方や考え方 の深 ま りを確認す ることがで きた。 このお もち ゃ作 りで は,技 術 的な

支援が必要で はあ ったが,児 童 は自分の考えでお もち ゃを作 りや願

いを実現 させ ることが で きた と考え る。/。 。・鰍 、 一・一,-
3辱川 舖

/

し

勉 鰻点別評伍一覧褒(単 元全体)痂
闘心意欲態度 科学的思考 技能 ・表現 知識 ・理解

児童氏名 ① ③ ⑤ ⑦ ④ ⑤ ⑥1 ② ③ ④ ⑤ ⑦① ④ ⑤ ⑤

↑

～

ペットボトル

ポンプ
a・tし31cう ね温 耶 誼 えb幽 ぴ 携た配

コ う 　り

姫2じミt留昌匿圏呂

〈噴水の モデル図 〉 〈評 価 一 覧 表 〉 〈お もち ゃ作 りの学 習 カ ー ド〉
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〈 第3学 年B分 科 会 研 究 主 題 〉

児童が 自 ら問題を見 いだ し,追 究す る力 を育て るティームテ ィーチ ング

「土 と石を しらべよ う」の学習を通 して 一一一 」

1本 研究で明 らか にな った こと

1.児 童が意欲的 に学習に取 り組 むよ うにす るためには,児 童一 人一人の興味 ・関心を生か

した学習展開を し,個 を生かす支援 を行 うことが必要であ る。

2.児 童が 自 ら問題を見いだす ことがで きるよ うにす るためには,児 童一人一 人の学習のペ

ースに配慮 し,自 然の事物 ・現 象に十 分に触れ られ る学習活動が必要 である。

3。 児童が 自 ら見いだ した問題を追究で きるよ うにす るためには,児 童一人一人 の こだわ り

やっ まず きをで きるだけ早 く把握 し,適 切 な対応を して い くことが必要で ある。

4.1・2・3を 実現す るため には,テ ィームテ ィーチ ング(以 下TTと 略す)が,児 童の

よさや可能 性をのばす有効な指導方法 の一つで ある。

ll研 究の内容

1.単 元 について

児童は これ までに生活 科の学習 や 日常生活の様 々な場面において,土 や石を 目に した り,

触 れた り して きてい る。 しか し,土 や石 の性質や特徴 に目を向け,土 や石の性質 にかかわ

る気付 きを もっ までには至 っていない。 そ こで,本 単元 においては,土 と石 を使 って十分

に遊び,そ の中で,土 と土,あ るいは,石 と石 を相互 に比較 し,そ の性質の違 いに気付 く

よ うに学 習を展開す るよ うに した。 こうした活動の 中で,気 付 きや疑問を児童 自 らが問題

へ と高め られ るように した。 したが って,こ の単元 では,遊 びを通 して土 や石の感触や事

象の比 較を し,な ぜそのよ うな違 いが あ るのか考え,い か に問題意識 を もつ ことがで きる

かが指導の焦点 となると考え る。

2.「 土 と石を しらべ よう」におけるTTの 意義

児童の興味 ・関心の違い によ る 「土 と石を使 った遊 び」で は,そ こか ら生 まれ る疑問や

気付 き,問 題 も異 なる。多様 な児童に対応す るには,児 童の活動を多 く設定 で きる量 的な

面で,ま た,児 童の問題に対 して どう支援 して い くか考え ることがで きる質的な面で,T

Tが 有効な指導方法 と考え る。 「土 と石」は,児 童 に とって身近 な存在であ るが,意 図 的

な働 きかけを しないと問題を もちに くい面が ある。 それだ けに,教 師が児童 の多様 な活動

を ど う見取 り,ど の よ うに支援 してい くのかが重要 である。TTを 導入す ることによ り,

児童の多様な活動を支え る即時的な支 援や励ま しが可能 となる。教師の支援 が児童の思い

や願 いに合 う もので あれば,児 童 は一層意欲的に学 習に取 り組む よ うにな る。

また,本 単元で は,屋 外 に出て土 と石 に直接触 れ る活動 を多 く設定す ることが大切であ

る。 この体験的活動 も,TTの 導入によ り,支 援 の仕方が多様 にな り,一 層容易 にな る。

児童 はいろ いろな場所 に分かれて,思 い思いに土 と石に触れ た り,は た らきか けた りす る

ことがで きる。

さ らに,TTの 教師間で情報交換 を行い,児 童 の形成 的評価を し,次 の展 開を考え るこ

とによ って,指 導 と評価 の一体化 を図 る こともで きる。
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2.活 動 の 流 れ

問麺解決の能力 と態

・土や砂 に十分触 れ

ることがで きる。

・土 と砂で は山や だ

ん ごので き方 に違

いがあ ることに気

付 く こ とが で き
る。

・土 と砂の違 いを比

べ、性質 や特 徴 に

っ いて問題 を見 い

だ す こ とが で き

る。
・見いだ した問題 を

自分な りに工夫 し

て調べるこ とがで

きる。

・身に付 けた調 べ方

を使っていろいろ

な土を調 べる こと

ができる。

・石 によって特 徴や

性質がある とい う

ことに気付 くこと

ができる。

・石の特徴や性 質を

比 べ仲閻分 けする

ことがで きる。

・地面を作 っている

土 や石の特微 や性
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⑤

1.畠 唱.■・、

土の中に

はきれい

な石があ 論 ・

るよ
ノ
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乱いな ノ 地 面 は い ろ い ろ な 土 や 石 で で き て い る

科学的な見方や考え方

。土 と砂では、遊びで

作 った物ので き方に

違いがあ る。

・土 と砂 では、粒 の大

きさ、色 、手触 りな

どに違 いがある。

。土 と砂で は水 の しみ

込 み方 に、違 いが あ

る。

・場所 によって土 は、

小石、砂、粘土の混

じり方が違 う。

。石 にはいろいろなも

のがあ る。

・いろいろな石を同 じ

仲 間に分 ける観点を

考 え る こ とが で き

る。

・石には、色 、模様、

手 触 り、硬 さなどの

違いがあ る。

・地 面を構成 している

土 や石 の性 質や特徴

に違 いが ある。
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3.具 体 的な手 だて

(1)問 題 を見 いだ し,追 究す る力 を育て る学習展開の工夫

ア.土 と砂で遊ぶ導入
ぜ ン

麟 雛1簾 雛1鍵 薩 顕臥

イll躍欝 灘 漸よ㌔弩1欺
r土 調 べ 』 を す る際,花 壇 の土,校 庭 の土,裏 庭

の土,砂 場の砂な ど多 くの土 を用意す ると,児 童 は視点が はっきり定 ま らず,か え って

混乱 しが ちにな るので,児 童が違いに気付 きやす いよ うに,土 を砂場 の砂 と花壇 の土 に

限定 した。そ うす ることによ り,児 童は土 と砂 に目を向け,「 粒 の大 きさが違 うか もし

れない。調べてみよ う。」な どと問題 を見 いだす ことがで きる。

② 指 導案の工夫

と

を

よ
う
へ

児 童 の 活 動

土と砂を比べよう

○前時の遊びで気付いたことや不思議に思ったことを発表

する。

○前時の遊びを土と砂の両方でやって比べる。

土と砂を比べよう

2 山 だんご 型どり 飲み物

llll
O気 付いたことや不思議に思ったことを学習カー ドに書き

き、話し合う。

・土の方が砂より高い山ができる。
・ジュースの色は土のほうがこいい。
・土で作ったプリンはくずれにくいけれど砂で作った

プリンは軟らかくてくずれやすい。

・どうして砂より土だんごの方が硬いのかな。

評 価

〈科学的な思考〉

土と砂を比ぺ その違いに

気付くことができる。

T1:山 作り、型どり遊びを通 し

て土と砂の違いに気付くこ

とができたかb

T2:だ んご、飲み物作りを通し

て土と砂の違いに気付くこ

とができたかb

教師の支援T1 教師の支援T2

畠し合いの整理

。遊びごとに気付きや疑 ・前時の遊びでの気付き

司を板書する。 のよさを認める。

・活動内容を確認する。

。、/① ㊥ ＼T2

＼㊥ ㊥/

・だんご作りを通しQ型 どり・飲み物作りを

、土と砂を比較できる 通して、土と砂を比較で

うに るように

一斉 ・グル ープ ・個別活動な ど学習形態 を多様 に取 り入れ ることによ り
,児 童 は主体

的に問題解決活動を進め ることがで きる。学 習形態 に応 じて,教 師の役割分担 を決 め,

個のよ さを生かす ようにす る。教師の役割分担 と しては,複 数の活動内容 または活 動場

所 に応 じて二分 した り,児 童の学習ペースに応 じてそれぞれ支援 にあた る。また,そ れ

らがわか りやす いよ うに指導案を作成す る。(図1)

(3)評 価の工夫

ア.TTに よる評価の分担 と評価規準の設定

評価 を分担 し,毎 時間,評 価規準を設定 して評価す る。

例 えば,r土 と砂の違いを調 べよ う』では,次 のよ うに評価規準を設定す る。

一 モli灘驚 瓢 珪離鰍きた
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イ.学 習 カー ドにみ る児童の変容の分析

毎時間の児童の変容を把 握す るため,学 習カー ドを基 に一覧表を作成 し,分 析す る。

そ して,学 習展開の確認,TTの 役割分担,児 童への言葉か けな ど個に応 じた適切 な支

援 に役立て る。

児童 第1次 第1時 第2次 第1時 第2次 第2時

■

山作 り(だ ん ごも作 った) だん ごを作 った。 土 と砂をふ るいで調べ た。<

花壇の土の方が砂場の砂より山を積
み上げやすい。

小 さい粉が集 まって土 はで き
て いる。 白い粒 で砂 はで きる。

土 に小石があ った。砂 にはた■'く
さん小石があ った。

、

砂や土はどうやったら硬くな
るのか。A

砂と土を混ぜたらどっな
るか。A

ど うして小石が混 さって 「
い るのか。A■

甑
、

2

型抜 きをやった。 茶色い土と砂を紙にする。 土 と砂を比べた。 ＼
砂 と水 を混ぜ たのがす ぐ固 ま
って うま くいかなか った。

土や砂 は、土の方 が色 が出や
すい。土の方が よ く固まる。

砂 の方が きれいで、小 石 は砂
の方 が多い。

砂と土はどっちが硬いのか
。A

土と砂を濡らして虫メガ
ネで見て見たい。A

なぜ土には小石が入って
いないのか。B

一 鵡

活動 した こと

気付 いた ことやわか
った こと

不 思議 に思 った こと調
べてみたい こと

自己評価

(4)個 を生か し,個 に応 じたTTに よる支援の工夫

ア.興 味 ・関心 を生 かす支援

「砂場で高 い山を作 ってみ たいな。 」 「か たい土だん ごを作 って みたいな。」 などと

い った児童個 々の対象に対す る興 味 ・関心 は多様で ある。 これ らを生 か した学習活動を

思 う存分行 え るよ うにす るために,遊 ぶ たあの道具や時間を十分 に確保す る。 その こと

によ り,児 童は土 に十分に触 れ ることがで き,土 の違 いに目を向け るよ うにな る。 この

よ うに思いや願 いが生か され る活動 が,学 習 の意欲へ とっなが ってい くと考 える。

イ.学 習ペ ースに対応す る支援

児童一人一人の興味 ・関心を生か した学 習活動 を展開す ると,学 習ペースに差 が出 る。

そのペ ースの差 に応 じて児童一人一人の学 習を保障す るために,学 習形態を工夫す るこ

とによ り,児 童 は自分で問題を見いだす ことがで きるよ うになる。

ウ.こ だわ りやっ まず きに応 じる支援

こだわ りを もって いる児童 に対 しては,そ の活動 を認 あ励 ます。 また,必 要 に応 じて,

調べ たいことが実現 して いけ るよ うに,簡 易顕微鏡 やルーペなどの器具類を紹介 し,扱

い方を知 らせ,さ らに学習が深 まるようにす る。また,っ まず いて いる児童 に対 して は,

再度,土 や石の性質や特徴 に触れ ることがで きるよ う時間を確保 したり,他 の児童の活

動を紹介 した りす る。 それ によ り児童 は,主 体的 に学習活動を行 うよ うにな り,問 題 を

追究す る意欲が持続す るよ うになる。

エ.教 師 間の意思の疎通

「問題 を見 いだ し,工 夫 して調べ る ことがで きたか」な どとい うよ うに,毎 時間 ご と

の学習 カー ドや行 動を分析 し,土 と石 につ いて の児童の認識の程度や変容を把握す る。

それ を基 に,授 業 後ただちに個 に応 じた支援 を検討 し,次 時の授業 直前には確認の ため

打 ち合 わせを十分 に行い,教 師 間の意思 の疎通 を図るよ うにす る。

皿 今後 の課題

TTで は,授 業 後の情報 交換 ・評 価 ・次時の打 ち合 わせ などに時間がかか るので,学 習状

況 を把握 す る方法 や規準 を十分 に検討 し,効 率化 を図 る ことが必要であ る。
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「一一 く第4学 年分科会研究主題〉
一人 一 人 の 児童 が ,

「水 の すが た とゆ くえ 」 の 学 習 を通 して

1本 研 究 で 明 らか に な った こ と

1.名 札 カ ー ドで 自分 の 予想 を掲 示板 に掲 示 して い くこ と によ って,

い が で き友 達 の 予 想 を 参 考 して,

2.二 入 組 を 基 本 とす る学 び合 い に よ って,実 験 等 で は,

を も って 活 動 す る こ とが で きた 。

3。 実 験 カ ー ドを 工 夫 す る こ と に よ って,内 容 が 明確 化 され,

4.児 童 が 集 ま って それ ぞ れ の 結 果 を 見 合 う こ とは,

るの に有 効 で あ った。

5.児 童 の 司 会,相 互 指 名 を 取 り入 れ て ま とめ を す る こ とで,

意 識 を もっ こ とが で き,主 体 的 な話 し合 いが で きた。

思 いや願 いを自'ら実現 してい く学 び合 い活動の工夫

児童 は,友 達 との学び合

それぞれ に予想 を立て ることがで きた。

役割分担が明確 にな り,自 己有用感

情報交換が即時的に行われた。

比較 を容易 に し共通点や差異点を見付け

自 ら問題を解決 してい るとい う

皿 研究 の内容

1.学 び合 い活動 の意義

これか らの理科教育で は,一 人一人の児童が 自分 ら しさを発揮 しなが ら問題解決 に取 り組

み児童 自らが科学 的な見方や考 え方を獲得 して い くことが重要であ る。

(1)一 人一人 のよさを引 き出 し合 う学 び合 い活動

一人 の力で学 習を してい る時
,解 決 に行 き詰 ま った場合,こ れ までは教 師の支援 によ って

問題 を解決 して い くことが中心 であ った。 しか し,児 童が主体的 に学 び合いを行えば多 くの

友達 のよ さに触 れなが ら問題解決 を進 ある ことがで きる。 この学び合いによ り,単 に友達の

よ さを真似 るだけでな く,自 分な りに さらに工夫す る こと も期待で きる。っま り,友 達の よ

さに触れ ることで,自 分の よさが次 々に引 き出 され ると考 える。

(2)自 ら学ぶ児童を育て る学び合い活動

生 きて働 く力 は,教 師が知識を伝達す るだけでは身に付 きに くい。児童が 自 ら問題解決に

取 り組み,多 様 な方法で追究 し,自 分 たちの力で解決 した とい う意識 を もっことが大切であ

る。児童が活発 にか かわ り合 い,お 互 いに根拠を明確 に して話 し合い,確 かあ合 うことで児

童 は自 ら科学 的な見方 や考 え方を獲得 して い くもの と考え る。学 び合 い活動 によ り,問 題解

決の満足 感 ・成就 感を味わ うことで 自ら学ぶ意欲 を もっ児童が育成で きると考 える。

2.研 究 単元 につ いて

水 とい う物 質は,児 童に とって身近 な もので ある。水の三態 と して存 在す ることを,容 易

に観察 で きるとい う特徴を もってい る。 ものが乾 くとい うか たちで見 られ る蒸発,冷 たい も

のに水 滴がっ く結露,水 を加熱す ると見 られ る湯 気や沸騰等,児 童の 日常生活に深 くかかわ

る現象 がた くさんあ る。児童の実 態調 査によ ると,水 の状態変化 を直接,間 接 に経験 してい

る児童 は多い。 しか し,と らえ方 が浅か った り漠然 と見 た りして いて,そ れぞれの現 象を温

度 と関係付けて見 るには至 っていな い。
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3.活 動 の 流 れ

問題解決 の能力の高 ま り

○水が自然の中でぐるぐる

まわることを、進んで表

現 しようとする。

○水蒸気の行方に興味を持

ち、雲をつくる実験を進

んで行う。

○空気中の水蒸気を、自分

たちで考えた方法で、調
べようとする。

○水を冷や したときの寮問

をもとに、空気中の水蒸

気 を調べる方法を考え、

調べようとする。

○水が温度によって姿を変

えることを、進んで表現

しようとする。

○沸騰 している時に出る泡

や湯気の正体を予想 し、

調べようとずる

○水を熱した時の現象に興

味を持ち、温度と関連づ

けて調べ ようとする。

○水が凍る現象を、温度と

関連づけて調べ ようとす
る。

○水を冷やした時の現象に

興味を持ち調べ ようとす
る。

難 猛 関勢/
問題解決の/科 学的
能ち/籍 や
/

「 7

16、17時

自然の中の水のめぐりを

まとめよう

1

自分なりの方法で水のめ ぐりを表現する

」

「

水が自然の中でぐるぐる回ること

を新聞や絵本などに書 きたい。
閏

15時 陰 をつ くろう

雲をつくる実験をする

1

F

14時[

「

自分達で雲をつ くりたい
L 」

1水蒸気の行方を調べよう

水のめ ぐりの ビデオを見る。
F

12、13時

「

水蒸気はどうなるのか知 りたい

[ 身の回 りの蒸発を探そう1

身の回りで蒸発が起こっていそうな場所や ものを

自分達で考えた方法で蒸発しているが調べる。
, 1

水蒸気はどこから来たのか調べたい
L

層

11時1水 が沸騰 していない所にも水蒸気があるか調べよう

身の回りの空気を容器などに閉 じこめ、

冷や して水蒸気があるか調べ る。

1 第3次
「身の回りの

水蒸気を探
そ う」

一
「

9、

■

身の回 りに水蒸気があるのか調べたい。
6

10時1温 度による水の変化をまとめよう1

自分な りの方法で、温度 と水の姿の関係を表現する。
一

「

水が温度によって姿を変 えることを新聞や絵本等にかきたい
」 」

「

」

8時[ 湯気をあたためると水蒸気になるか調べよう1

湯気をろうそ くなどで温め、水蒸気になるか調べる。

「水 を温 め よ う」

71

湯気を温めて、水蒸気にしたい。
」

ρ

6時[湯 気の正体を調べようi

自分達の考えた方法で、

湯気の正体を調べる。

1

7時1泡 の 正体 を調 べ よ う

ロー トで泡 を 集め 、ポ リ

袋 に ためて 調べ る 。

1

'

湯気の正体を調べたい。

.

減った水はどこへ

行ったのか調べたい

■

あわの正体を調べたい。

」

第2次4、5時i水 を温め続 けるとどうなるか調べよう

水をアルコ鋤ランプ。で加熱 し、温度を計 りながら様子を観察する。

1

, -

今度は、水を温めたい
1

鴨

」

2、3時1氷 の温度を調べ よう1

試験管に入れた水を、氷と食塩で冷
や し温度を計 りながら、観察する。

第1次
「氷をつくろう」

一

「

氷の温度を知りたい
`◎

1時[温 度を計ろう1

水や氷水の温度を温度計で計 り、

温度比べをする。

」

冷たい水が飲みたい
L

○水の温度変化と水の凍結を

関連づけて考えることがで
きる。(第1次)

○水のかさが減 ったことと、泡や

湯気の正体を関連づけて考える
ことがで きる。

○水の温度変化 と水の三態変化を

関連づけて考 えることができる。

(第2次)

思 考 の 深 ま り
○水の温度変化と水の三態変化 を

関連づけて考えることができる。
(第3次)
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そ こで この単元で は,日 常 よ く見 られ る現象を改めて観 察す ることによって,一 人一人ぶ

温度 の違 いによ る水 の状態変化の現象 に,十 分 目を向け られ ることがで きるように考えた。

そ して,別 々の もの と見てい る水,氷,水 蒸気,雲,雨,霜,雪 などの 自然現象を水の状態

変化 と して関係付 け られ るよ うな見方や考え方がで きるよ うに構成 した。

4.具 体 的な手 だて

(1)個 の学習を成立 させるための手 だて

ア.事 象提 示の工夫

事象 との感動 的な出会 いによ って,一 人一人の児童が思いや願 いを もっ ことがで き,学 び

合 い活 動が成立 す ると考えた。水 を凍 らせ る段階で は,氷 の入 った冷 たい水を用 いた。その

水 に実 際に触 れた り,飲 んだ りす る ことによって温度を体感す ることがで き,「 水は冷たい」
』「何度 くらいかな

」 「氷の温度を測 りたい」等一人一人がは っきりした思 いや願いを もっ と

考 えた。 また,水 を温 め る段階で は,気 温の低 い時期で も,ビ ーカーにアル ミホイルで蓋を

して観察 すれば,短 時間に水が温 ま り,ビ ーカーで沸騰の様子 を じっくりみ ることがで き,

「湯 の温度 は何度 まで上 が るんだ ろ う」 「ぼ こぼ こ出て くる泡 は何だ ろ う」 「減 った水 は ど

こへ行 ったのだろ う」等 を調べて みたい とい うはっきり した思いや願 いを もっ ことがで きた。

イ.学 習記録 の工夫(図1)学 習記録の例

記録 は,学 び合 い活 動をす る時 の手助

けになり諏 り方や鯉 の仕方を工夫し もし・勧 腔 気 縞 たB.砺 韓 奴

た。 琳 犀 調 べ3thる ℃鬼1・詞

① 「自分の考 え」を書 く欄 を設 け自分の

意見をもって学び合い活動に参加できる あ オ)の正イ本はゆrデ だ)乙 鬼1、ま す

藝撫曇論 灘 熱 蓉舗繍 嚥
がで き,問 題 解決の成就感を味わえ るよ うに した。

③ 自己評価,一 言感想の欄を設け ることによ り,児(図2)学 び合い活動 の位置づ け

童 は新たな意欲を もち,教 師は適 切な支援 がで きる

ように した。

② 学び合 い活動 を活発 にするための手 だて

っかむ,調 べ る,ま とある,の 各学習過程 に情報

交換の場を位置づ け,1単 位時間の学習で学 び合い

活動が活発 になるよ うに した。(図2)

ア.つ かむ段階での工夫

①個 々の予想が全体 に分か るように,掲 示 した予想

の用紙 に自分の名前を書 いた シールを貼 り,各 自の

予想の参考 にで きるよ うに した。(図3)

問 題

つ か む

(予想す る、方法を考える)

周 学齢 ρ 情

蕾 調 べ る 報

葬(実 駄 嚇 をする)交

決 ≠び否`1換

まとめる の
㈱ りたこと.次 に酪 る・∂ 工

≠び台ρ 夫
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②前時 までの学習で明 らかにな った こ

とを模造紙 にまとあ,学 習が進む にっ

れて連続的 に蓄積 し掲示す ることによ

り児童が必要 に応 じて フ ィー ドバ ック

して活用で きるよ うに した。

(図4)

イ.調 べ る段階 での工夫

① 二人組 の学習形態 を基本 とす る こと

によ り,役 割分担 が明確 にな り,自 己

有用感を もて るよ うに した。

②実験の結果を記録す るカー ドの大 き

さはB4判 以上を基本 と し,実 験中い

っで も他の グル ープの様子が見 られ る

よ うに した。(図5)

ウ.ま とめる段階での工夫

①OHPを 用 いて グラフを重ね合わせ

て表 示 した り,大 きな記録 カー ドを並

べて掲 示す ることによ り,記 録 の比較

が容 易にで きるよ うに した。

② 必要に応 じて全員を記録用紙 のそば

に集あ,つ ぶや きを聞 き合 いなか らそ

れぞれの記録を比較 し,話 し合 いが行

なえ るように した。

③児童主体の話 し合 いを 目指 し,他 教

科で も児童の司会 による話 し合いを行

った り,児 童の相互指名を取 り入れ る

ことによ り,自 分た ちで課題を解決 し 』

て いる,と い う意識が もて るように し

た。

④基本的 な話形を 日常的 に掲示 して,

根拠を 明確 に した話 し方がで きること

を目指す ことによ り,話 し合 いによる

情報交換が効率 的に行 えるよ うに した。

図3各 自の 予 想 の掲 示

(水は何度で氷になるのだろうか)
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図4学 習記録 の累積

11月14日

氷を入れた水と氷を入れない水の温度調

O◎

　 　 　 く　ラ　 　

一熊 十一のを
◎◎◎OOO ま2

◎◎◎ ○○○ ま 偲

◎◎oO入

◎◎ ○○ れ

◎◎Oた

◎0水

科 ワーク ソー ト

(・ ・)

は水 を冷 た く

る力が ある。

理科 ワーク ソー ト

(・ ・)

水が2度 にな った

ら氷 は2度 以下だ。

11月17日

水をマイナスの温度まで冷やす

く　と　

。凶 。国

国 塩困 塩困 塩

ワー クノー

(。 ・)

は0度 前後で こ

お る。

理科ワークソート

こおるまでは同じ

度で完全にこおると

温度が下がる。

図5実 験記録 カー ド

(水 が こおるときの温度を調 べ る) 2月14日

皿 今後 の課題

活動計画 の中に学 び合い活動 を位 置づ け,お 互 いに考えを 出 し合 い,協 力 しなが ら問題 を解

決 して いけ るよ うに したが,今 後 さ らに円滑 に学 び合 い活動がで きるよ うに,日 常 的に他教科

で も学 び合 い活動 を取 り入れて習慣化 して い くことが必要で ある。

5 図5実 験 記 録 カ ー ド

(度) (水が こおるときの温度を調べ る)2月14日

?● ● へ㌔.
(分)

.

} ヱ_) YY }ム 16一

0 下 温 温な 温 ま だ 上て

の 度 度か 度 ん い が完

方 計 計な 計 中 たこ 1全

が が がか がく ま いお セに ど

一5 こ うき ぬ 試っ で つ ンこ ん っ

お ごに け 験っ こて て チお ど

っい く な 管い おい し 残 っ ん し

て る い い とた っる る った一 下 る
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「一 一一一 一一一 一 く 第5学 年A分 科 会>

i醗 験墜 綴 爾 難 驚書茎る学習活動の工夫

1本 研究で明 らか になった こと

1.も の の とけ方 を追究す る意欲を持続で きるよ うにするたあには,児 童の経験を豊か にす る

とともに,児 童の身近 にある ものを 自由にとかす学 習活動 を行 うことが有効で ある。

2.科 学 的な見方 や考 え方 を深 めるためには,児 童一人一人 の ものの とけ方 についての見方や

考 え方 を具体化 する とともに,実 験 を繰 り返す ことによ って事実を基 に して,客 観 的に認識

す る活 動を行 うことが有効で ある。

fi研 究の内容

1.単 元 につ いて

(1)「 とける1と いうこと

本単元で は児童の これ までの経 験を生 か して,身 近 な ものを とかす ことか ら問題を見いだ

しそれを検証 しなが ら,も のの変化の規則性 を事実 を基 に して客観的に認識で きるようにす

る。 さ らにそれ らの活動 を通 して,科 学的な見方や考え方 を養 うことをね らい とす る。

児童 の実態調 査によれば,「 とける」 とい う言葉の使い方 が曖昧 な上,水 にとけ るもの と

して一番に思い浮かぶ ものは第4学 年で学習 した水の三態変化の 「氷 」で ある。それは,従

来各学年 で学習 されていた 「ものを水 に とかす」 とい う活動が,現 在 は本単元で初めて学ぶ

か らであ る。そ こで,導 入段階では 「とけ る」 とい う概念の共通理解 が必 要 と考え,身 近に

あ る ものを児童 自身が用意 し,自 由に とかす活動 を取 り入れた。

その結果,「 とける物 」 「混 ざる物 」な どの体 験が共有化で き,し か も児童の願 いにそ っ

た活動だ ったので興味 や関心が高 ま り,と け方 の様子の違いに気付 くことがで きた。

(2)児 童 の思 いや願 いを生 か した活動

とけ方 の違い に気付いた児童は,「 ど こまで とけるのだ ろうか」 とい う思 いや願いを もち,

「とけた もの はど うな ったのだろ うか」 とい う疑問 を もったので,も のが水 に とける様 子を

もっと詳 しく調べ たいという意欲が高ま った。 その問題意識を生か して学 習問題 を各 自が作

り,自 分で考 えた多様 な実験方法で問題 を追究 してい った。 この活動を通 して,児 童 は自分

が もった疑問 や気付 きか ら問題 を見 いだす ことがで きた。

問題解決 の過 程では,児 童の思 いや願 いを生か した実験の時間 と場 を確保 し,も のの とけ

方についての 自由な追究活 動がで きるよ うに した。児童一人一人に応 じた支援 と して,問 題

解決活 動(多 問題多解決か一問題多解決 かを児童が選択す る)を 取 り入れ,友 達の実験結果

か ら学 ぶための掲示や 自分の考えを広める学習 カー ドの工夫な どを行 った。 その ことによ り,

児童 は,も のを水 に とか した ときの量的変化に 目を向けなが ら調べ ることがで き,も のが水

にとけるときの規則性 にっ いての確かな見方や考え方 を もっ ことがで きた。

(3)実 験技能の習熟 と安全への配慮

本単元で は,正 確 な実験 を行 うたあに,液 量計や はか り,ろ 過器 具,加 熱器具,温 度計 な

どを使 うので,そ れ らの正 しい操作や安全 な扱 い方の十分な指導が 必要である。
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2.活 動 の 流 れ

第三次 まとめ(2時 間)

・お い し いジ ュ ー スを 作 っ て飲 も う。
・結 晶 作 りを しよ う。

学んだ こ ・とか した こ と を ま とめ て み よ う。

一 とを進ん、 (環境新聞な ど)
で生活に

生かす。. 学習したことをまとめ1
た り、生活に生か した

りす るには、何ができ
る だ ろ うか 。

↑
実験 の結果を比べ、わかった こと

一定量の水にとけ

る量 には限度 があ

第二次 もののとけ方(7時 間) をもう一度みんなで確 かめ よう。

り、 もの に よ っ て

違 う 。

他の友達 はどうなった
の だ ろ うか 。

水の温度 ととける 〈自分が調べてみた いものか ら順に実験 してみよう。〉

量は関係がある。

水を蒸発 させたり A決 まった量 B水 の量 を増 C水 の温度 を D水 の温度を E蒸 発 させた Fと か したら

温度 を下げた りす の水 にはど や した らど 上げたらも 下げたらと らどうなる 重 さはどう
る と、 とけ て いた れくらいと うな るのだ っととける ける量は変 のだ ろうか な るのだろ

も の が 出て くる。 けるのだろ ろ うか 。 のだろうか わるのだろ うか 。

うか 。 うか 。

ものが水 にとける

と形が見えな くな

リ透 明になるが、

とけて見えな くな ったものは、どうなったのだろうか。

ものの重 さは変わ どこまでとけるのだろうか。

らな い。

実験 ・観察の結果や気付 いたこと
を発表 し合 い、みんなで学習問題

↑ を作 ろ う。

ものは水に とける とけ方には、き まりがある
と見 えな くな り、 の だ ろ うか 。

水の色が変わるこ
とも あ る。 第一次 水 にとけるもの とけ方 を

(3時 間) も っ とよ く見 て み よ う。

↑
も の に よ って 、 と

〔水 に とけ る 〕 と い う

の は 、 ど う い うこ とだ

け方が違 う。 ろ うか 。

とけると思うものを水に入れ、 と

けるもの ととけないものに分 けて

み よ う。

科学的な 【関 ・意 ・態 】 ・水 に とけ る も の ・も のが 水 に とけ る ・とけ る量 の 変 化 、 ・学 習 した こ と を 日常 の

見方や考え方 に関心を持ち、 こ とについて、積 水溶液の重さ等 に 他の事象 にも 当てはめ

進んで調べよう 極 的に話 し合いに ついて、進んで調 てみようとする。
とす る 。 参 加 しよ うとす る。 べ よ う とす る 。

【科学的な思考】 ・自分がもった疑 ・温度や水の量を変 ・ものが水 にとけても重 ・自分 の考えを基 に
問や気付きから えてものをとかす さは変 わらないことな 実験結果や友達の

問題 を見いだす 時に、比較するた どから、とけたものの 意見から、
ことができる。 めの条件 を考える 行方を考えることがで とけ方をまとめる

こ とが で き る 。 き る。 こ とが で き る 。

具体的目標 【技能 ・表現】 ・条件 を統一 し、 ・水の量や温度、水溶液の ・ものが水にとける量は水の量や
正確に実験をす 重さ等 の量的変化 に 目を 温度によって違 いがあることを

ることができる 向けなが ら比較 し、記録 利用 して、とけているものを取
す る こ とが で き る 。 り出す こ とが で き る。

【知 識 ・理 解 】 ・も のが 水 に 「と ・も の が水 に とけ ・もの が水 に と ・水溶 液 を冷 や した り、

ける」 という状 る量は水 の量や けても、全体 の水 を蒸発させたりする と、

態を理解 し、水 温度によって違 の重 さは変わ とけているものが出て くるこ

溶液 の特徴を理 いがあることを らな いことを とを理解する。
解す る。 理解す る。 理解する。
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3.具 体的な手だて

(1)児 童が共通経験を もつための工 夫

ここでは ものを とかす学 習は初 めて なので,い ろいろな ものを とかす経 験が重要で あ る。

児童の思 いや願 いを生 か した実験 の有効 な支援 として,学 習前 に水 に とけ ると思 った もの

を カー ドに書 き整理 す る活動を取 り入 れた。教師が カー ドを基に実験器具 を準備 した。特 に

ここで は200ccの 蓋付 き棒びんを用意 した。 その利点 として ①びんをよ く振 る活動 に最適

であ る。② スチ ロール製 なので安全 に実験がで きる。③透明なので とか した様子 を観察 しや

すい。④ 蓋付 きなので保存に適 している。

この結 果,児 童 は身近 な ものの とけ方 の様子の違 いに気付 き,「 とけ る」 ことについて の

自分の見方 や考え方,も のの とけ方 を調 べ ることへ の興味 ・関心を もっ ことがで きた。

(2)自 分の考えを生 か した実験

学習問題 作 りは,そ れぞれの児童 の思 いや願 いを生か した。問題追究活動 では,自 分の考

えを生か して問題を追 究す る活動 の場 を確保 した。 そ こで児童の解決 のパ ター ンを予想 し,

それに対 す る支援を準備 した。さ らに,問 題別 グル ープ内での討論 や異問題 グループ間で の

情報交換の場の確保のために,発 表方法 や結果掲示の方法な どを工夫 し,自 由に友達 と比べ

られ るよ うに した。

この結果,児 童 は意欲を もって実験に取 り組 み,も のの とけ方 にっいての見方 や考え方 を

深め ることがで きた。

問題解決の流れ …自分の興味や関心のあ るものか ら調 べる。

F

↓

E

↓

C

↓

D

↓

1例

A

↓

B

↓

C

↓

A

↓

C

↓

C

↓

E

↓

2伊

B

↓

F

↓

S

↓

A… 決 ま った量の水 にはどれ くらいとけ るのだろ うか。

B… 水の量 を増 や した らど うなるのだろ うか。

C… 水 の温度 を上 げた らもっととけるのだろ うか。

D… 水の温度 を下 げた らとける量 は変わ るのだろ うか。

E… 蒸発 させた らどうな るのだ ろ うか。

F… とか した ら重 さはどうな るのだろ うか。

(3)検 証 によ る一般化

学習活動で は,基 に した見方 や考 え方 に戻 る ことも大切であ ると考えた。 そ こで,児 童の

活動 か らとらえ られた 「とけ る」 ことにっいての見方や考え方を一般 化 してい くために,振

り返 りの活動 を取 り入れた。

身近 な ものを水 にとかす とい う導入 時の実験の結果 を,再 度砂糖の とけ る様 子 と比 べたの

で,と け方 の違いにっいての児童 の考 えが は っき りした。 また,児 童が 自分の問題 を追究す

る中でわか った ことを全体 で確 かめたので,水 に ものが とけ る時の規則性 についての見方や

考え方が確 かな もの とな った。

皿 今後 の課題

本研究 では,身 近 な ものを 自由にとか して仲間分 けす る活動 の時 間を十分 に確保 した。しか

し,活 動 には,多 くの時間が かか るので,導 入 時にお ける授業時数 に十分配慮す る必要がある。
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〈 第5学 年B分 科 会 研 究 主 題 〉

直接経 験の積み重ねを通 して,自 然事象を認識 する学習活動の工夫

「人の発生や成長」の学習を通 して

1本 研 究で明 らか にな ったこと

1.人 は どの よ うに して母体内で成長す るかの問題 を自分の もの と して とらえ,意 欲的 に追究

で きるよ うにす るたあ には,ニ ワ トリ等の身近 な卵を観察 し,そ の成長 を調べ る活動の導入

が有効であ る。

2.児 童一人一人が 日常的,継 続的な活動 に取 り組む ようにな るには,常 に動植物 に触れ られ

るよ うな場を設定す るこ とが必要で ある。 また,こ こでの活 動は,児 童が生命 に対す る興味,

関心を高あ,ど の生物 に も発生,誕 生,成 長,そ して子孫 を残す とい う過程が ある ことを意

識 し,生 命が連続 して いる とい う見方や考え方を育ててい くのに有効で ある。

3.児 童が 「自分 も他の動物 も同 じ大切 な生 き物で ある」 とい う意識 を もち,生 命 を尊重す る

態度を培 うためには,鳥 類 ・哺乳類等 も取 り上 げ,そ れ らを相互 に比較 しなが ら人 と関係づ

けて追究す る ことが必要 である。

ll研 究 の内容

1.単元 について

本単元で は,人 と他の動物の発生 や成長を

比較 した り資料を活 用 した りす る活動 を通 し

て,生 命 を尊重 す る態度 を育て るとともに,

男女 の違 いや特徴,人 の発生にっいて とらえ,

生命が連続 してい るとい う見方や考 え方 を養

うことをね らい と してい る。

そ こで,男 女 の違 いや特徴,発 生や成長 に

ついて メダカやイ ンゲ ンマ メ等の発生 や成長

との比較,関 連 を もたせなが ら学 習を展開 し,

植物,動 物,人 を一体 と して とらえ ることが

で きるよ うに した(表 一1)。

これ らの活動を通 して,生 命 は連続 してい

るとい う見方 や考え方 を養 うとともに,同 じ

大切 な 「生 き物 」であ るとい う意識 を もち続

け,生 命 を尊重 す る態度を育ててい くよ うに

した。

2.単元構成 の工 夫

5年A区 分の関連図

(表 一1)

胚珠の中の養分
(体内栄養) 釧

・・灘 翫 ド 巨唖 例

辮 襖=瀬
受粉と結実
(離雄のかかわり)

児童の思 いや願 いを生 かせ るよ うに活動の流 れの中で,自 分 の問題 を十分 に追究で きる場 を

設定 した。 また,「 植物 の発芽 と養分 」 「植物 の成 長 と結実 」 「魚 の育 ち方 」等 で学習 したこ

とを活用で き るよ う構成 した。
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3.活 動 の 流 れ

・生 命 の 連 続 性 の 概

要 を 推 論 す る 。

動物の生 まれ方や

育ち方 を醤 べ、勤

植物の発 生の しく

くみの 共通 性を推

論す る。

・新 たな問題 を確か

め るために賓料等

を使 って母体内で

の胎 児の成長や 男

女の体 の しくみ に

ついて調べ る。

・自 分 や 友 達 とで 考

え た 予 想 を 確 か め

る た め に 資 料 等 を

使 っ て 母 体 内で の

胎 児 の 様 子 を調 べ

る。

・一 人 一 人 の 考 え を

出 し 合 い 話 し舎 う。

・生 ま れ 方 や 育 ち 方

の 遠 い を これ ま で

の 知 識 や経 験 を も

と に 分 題 、 整理 す

る。

・こ れ ま で の 直接 経

験 か ら人 の 発 生 や

戊 長 に つ い て 、 興

味 ・関 心 を も ち 、

母 体 内 で の 胎 児 の

成 長 の 仕 力 に 疑 問

や 問 題 をみ い だ す 。

・卵 の 観 察 や メ ダ カ

等 の記 録 を も と に

人 間 の 胎 児 の 様 子

に つ い て 関 心 を も

つe

問題解決の能 力

科

学

的

な
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岬
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お父 さんとお母 さ

んみ たいだな

蜘
メダカの赤ちゃ
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ころがあるな
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育 ち 方 と メ ダ カ

や ア サ ガ オ な ど

の 育 ち 方 に は似

て い る と こ ろ が

あ る
o

・胎 児 は 母 体 内 で

少 しず つ 成 長 し

変 化 して い る。

・人 も メ ダ カ や ニ

ワ ト リと 同 じよ

う に卵 か ら成 長

し て い く。

・胎 児 は 母 体 内で ・女 性 の 体 の 中 で は

少 しず つ 人 の形

に な って い く。

・女 性 の 体 は 赤 ち ゃ

ん を産 み 育 て る

の に 福 合 の 良 い

体 を し て い る 。

卵 子 が 、 男 性 の 体

中 で は 精 子 が っ く

られ る。

・女性 の 体 の 中 で 精

子 と卵 子 が 受 精 し

赤 ち ゃ ん が で きる 。

・胎 児 は 母 体

内 で へ そ の

お を通 し て

呼 吸 や 養 分

の 吸 収 や排

泄 を お こ な っ

て い る。

・人 をふ くめ

た 生物 の 発

生 や成 長 は

共通 な と こ

ろ が あ る。

そ れ が 続 い

て 、 未 来 に

子 孫 を残 し

て い る。
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皿 具体 的な手 だて

1.卵 を利用 した導入 の工夫

灘購 蕊
㎏ヤう、嚇醒 」魍 」_」 一_

一_し い一、1'雲 ヒ ロ曳3コ
、し・ny"・ぢ し碑 亀ゲ(嚇俺†th」 曲__
か梢 鱈 い 魍___

(図 一1)(図 一2)

ニ ワ トリの卵 は 児 童 に と って 身近 な もの で あ り,生 命 の 始 ま りを 想 起 す る具 体 物 で もあ る。

どの よ うに この 卵 か らひ よ こが 生 ま れ るか を予 想 した り(図 一1),ビ デ オ や 資 料 等 を活 用 し

て 調 べ た りす る(図 一2)。 この活 動 は,人 の発 生 が ど の よ うに進 ん で い くの か を 考 え て い く

上 で の 有 効 な 手 掛 か りとす る こ とが で き る。

2.学 習 カ ー ドの 工 夫

ミニ トて ト ・麟 鋤

隔
ー
、誰

群"無 た,h'レ ㍗か ♂1こ

`亀 ッ〈.τいτ の'二 め`生

窃・た.

鳶 零)
(図 一3)

1〆 タい カ1・麟 勧 メ'マ
}⑦ 覧v

3、・醒 、rし、

癖蓼鋳
(図 一4)

ア.児 童 は 日常 的 に観 察 して きた動 植 物 を 「つ なが りカ ー ド」 に記 録 して きた(図 一3,4)。

これ に よ り,そ れ ぞれ の生 命 の営 みが どの よ うに行 わ れ て い るか を 意 識 す る こ とに 役 立 て る

ことが で きた。

イ.「 っなが りカー ド」を発生,誕 生,成 長,

そ して子孫 を残 す とい う過程 ごとに並 べて

掲 示 した。 この ことは,母 体 内での胎児の

成 長を考 え る手 掛か りとな り,人 も他 の動

物 と同 じ発生 や成長の過程をた どるとい う

見 方や考え方 を育て るの に役立て ることが

で きた。(図 一5)

IV今 後の方向(図 一5)

学 校 を取 り巻 く環境 を十 分考慮 して,地 域 の特性 を生か した生物教 材の 開発 を行 う ことに

よ って,さ らに児童 と動物が身近 にな り,よ り意欲的な活動が期待で きると考え る。
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〈第6学 年 分 科 会 研 究 主 題 〉

意欲的に問題を追究する活動を通 して,深 まりのある見方や考え方を養い,

,水鰍 男篠 幣 輻 霧 讐 育てる学習活動の工夫

1本 研究 で明 らかにな った こと

1.意 欲 的に問題 を追究 する活動

(1>意 欲 を高 め る工夫 と して,レ モ ン汁(酸 性)で,色 の変

わるハ ーブテ ィーを教材 と して扱 った。

児童 は色 の変化 や味 に興 味 ・関心 を もち,見 いだ した問

題 を追究 してい くことが で きた。

(2)問 題別 ・方法別解決学習 をす る ことによ り,自 分の見い

だ した問題 を 自分 な りの方法で実験で きるので,解 決で き

る喜 びを味わ うことがで きた。

(3)開 発 したパ ソコンソフ トの活用 によ って,児 童 は実験計

画を立て,自 分の疑問や考え を明確 に し,見 通 しを もって

活動す ることがで きた。

2.深 ま りの ある見方や考 え方 を養 う

児童の質的変化 にっ いての見方や考え方を深め るには,

試行錯誤を繰 り返 しなが ら観察や実験を し,事 実を もとに

した話 し合 いが大切で ある ことが分か った。

3.自 然 に働 きか ける態度 を育て る

ハ ーブテ ィーの色の変化を見 る楽 しさや,自 分 の力で解

決で きた喜 びを味わ うことで,水 溶液 についての関心 が深

iハ ー ブ テ ィー に対 す る感 想i

先 生 は、 私 た ち に が 見 た こ とが な

いお 茶 を飲 ま して くれ ま した。

そ の お 茶 は 、 む ら さき の よ うで 、

青 に も似 て い る感 じで した。 砂 と う

を入 れ た ら、 何 も変 化 しな か っ た け

れ ど レモ ン を入 れ る と、 ぶ わ あ と

お 茶 が ピ ン ク に な りま した。 私 は 、

ビ ック リ しま した 。

だ か ら、 こ こ に何 か が あ る の で は

ない か な と思 い ま した。

まり,新 た な問題や身の回 りの問題 に目を向け,追 究 して い くこ とがで きた。

ll研 究の内容

1.単 元 につ いて

児童 は,5年 生の学習で,固 体が水 に溶 け水溶 液 にな って も元の固体(塩 等)の 質量 は保

存 され ることや水溶液を蒸発 させて も元の固体が出て くることの見方や考え方 を もった。

6年 生で は,水 溶液 はその性質 によって仲間分 けがで きること,別 の性質 の水溶液を混合

す ると性質がかわ る こと,ま た,金 属 を変化 させ る ものがあ ることな ど,も のの性質 とその

変化 につ いての見方や考 え方 を養 うことがね らいで ある。

そこで,児 童が指示薬 となるハ ーブテ ィーに レモ ンを入れた ときの色の変化 か ら問題を見

いだ し,追 究活動が始 まるよ うに単元 を構成 した。そ して,さ ま ざまな水溶液 を調べて い く

過程 にお いて,水 溶液の性質や水溶液 と金属の質的変化 にっいての見方 や考 え方 を実験 など

の直接経験や情報交換の場 を通 して深 めて い くことがで きるよ うに工夫 した。 このよ うな活

動を通 して,さ らに身の 回 りの水溶液 に興味 ・関心を もってよ り進 んで 自然 に働 きかけて い

こ うとす る態度 を養 いたい。 その際,情 報 コーナーなどの学習環境を設定 し,パ ソコンや ビ

デオ,本 な どの資料 を活用 しなが ら,自 分の考えを深 めてい く手だてが必要であ る。
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2.活 動 計 画(14時 間扱 い)

・醗 灘 は岐!・ うな

篤算があるんだよξ≒活
に徐立っ ものも罫一害を

与えるものもあiる。

・植物の中には指i示薬に

なるものがある。

。酸 憧 と アル カ リ性の水

溶灘 混ぜるζ水溶液

の塵質が変わ疫、違う

ものiがで き る。 (塩)

・金蹴 溶け興 うもの

に鋤 ・てい否・
●禁 蝶1ヒ1 '力が

●アル群 ウム鰍 を変

化させ る水溶液がある。

・固体牟けでな慈気体 も

水に灘けるん牟・
・炭酸本は二酸化炭素が

溶け でい る。

σ 《教材 ・教具 ・

▲ 評価

◆主な支援

口問題別 ・方法別学習

環境設定》

・水 溶漉 は酸 性 四中性 ・

アルカiリ閏 弔 かれる・
.固 体囎 けて郷 液に

なると牲質が現れるも

のがあiる・

・水溶液非は見えない性

質 が あiる。

・入れるものに琴 って色

が変わるもの渉 ある。

見方や考え方の深まりi

第三次

生活の中の問題調ぺ

指示薬づ くり

(3時 間)

▲嗣

▲裏一3

σ 情 報

コー ナー

σ 情 報 コー ナ ー

σ ・酢+重 曹 水

・ア ンモ ニ ア水+塩 酸

▲M-3

▲思一3

第二次

水溶液の性質調べ

(8時 間)

第一次

水溶液の仲間分け

(3時 間)

▲理一1

σ 情 報 コー ナ ー

の 活 用

ζアハー ブ テ ィー

新 しい教 材

▲関一2

▲裏一2

▲思一2

▲夏一3

σ 。パ ソ コンの 活用

・ペ ッ トボ トル で 蠣 一

気体 を 溶か す

・指示 薬 を 入れ て 岨 一1

気体 を 溶か した

と きの変 化

▲埋一2

12時

口 指示 薬 をつ くろ う。

・ム ラサ キキ ャベ ツ

・しそ な ど

13・14時

日酸性雨や河川 ・

身の回りの水溶

液の性質調べ

他の植物でも指示薬が作れ るかな。

雨や川、身の回りの水溶液の性質 を調

べてみたい。

9・10・ll時

口 酸 性 とア ル カ リ性 の 水溶 液 を混 ぜ る。

・水溶 液 の性 質 が変 わ った
。

・蒸発 させ る と別 の も の(塩)が で きた。

違う性質のものどうし混ぜ たいな。

もっと強い水溶液をっ くりたい。

口塩酸 の中にいろいろなものを入れ る。
・金属は溶けたのかな。
・溶けたのではな く別 ものになった。
・水酸化ナ トリウムの水溶液も金属を変化させ る。

塩酸にいろいろなものを入れてみたい。

4・5・6時

口 炭酸 水 の 泡や ア ンモ ニ ア水 にっ いて 調ぺ る。

・蒸 発 させ て も何 も残 らな い。

・泡 は二 酸 化炭 素 だ
。

・二 酸化 炭 素を 水 に溶 か して み よう
。

・気体 が 水 に溶 けて い る水 溶液 もある んだ
。

炭酸水の泡はなんだろう。

アンモニア水の臭 いは何だろう。

口す っぱ い ものや い ろい ろな も ので 試す 。

・黄 色 くな った り、ブ ルー に な るも の もあ るぞ。

・水 溶液 に は酸 性 ・中性 ・ア ル カ リ性 とい う性質 が あ る
。

○ 知 って いる 水溶 液 はど んな 性質 か 調べ る。

・や は り酸性 ・中性 ・酸 性 に 分け るこ とがで きる
。

・リ トマス紙 を使 って も仲 間 分け で き る
。

・炭酸 水 は酸 性 だけ ど
、泡 は なん だ ろ う。

・ア ンモ ニア 水 の臭 い

は何 か な。

○ ハー ブ テ ィー に砂 糖 と レモ ンを 入れ る。

・レモ ンを入れ ると ピンクに な る
。

・砂 糖 では 色 が変 わ らな い。

・す っぱ い も のが 色 を変 える の かな
。

・違 う もの を 入れ る とど うな るか な。

○塩酸も気体が

溶けたもので

ある。

・りん ご

・オ レンジ

・食塩 水

・重 曹 水

・ほ う酸 水

・石灰 水

・ク エ ン酸 水

・アンモニア水

・炭酸 水

◆指示薬によ

る色の変化

◆体感を通 し

た質的変化

の認識

◆モデル化に

よる理解

◆今までの概念と

の比較

◆発熱現象や発

現象の観察

◆モデル化による

理解

◆泡の出方の観察

◆ リトマス紙をア ン

モニア水に近づけ

る。

水 炭酸水

]艶
ハーブテイー

ピンク

ピンク

紫

ブ ルー

ピンク

黄 色

ピンク

黄 色

ピンク

◆似た経験を想起 させる

【導入の工夫】

礁 ㊥
・ 砂糖 色は変わらない

レモン

梅干 し 食塩

評

価

計

画

関 ・意

・態

科学的

な思考

表現

技能

知識

理解

指示薬 による色の変化に興味を

持ち、いろいろな水溶液につい

て調べようとする。 匿一}

泡の出る水溶液や金属を溶か

す水溶液に興味 ・関心を持ち

意欲的に調べようとす る。匿一2

酸性の水溶液とアルカ リ性の

水溶液を混ぜることに興味 ・

関心を持 ち調べようとする。関一3

日常生活には様々な水溶液があ

ることに興味 ・関心を持ちその

性質を調べようとする。 貯4

水溶液から出ている泡の正体を調べ、

水溶液の中には気体が溶けているもの

があることを推論する。思一1

入れ る前の金属と金属の溶けた水溶液を蒸発

して析出 した物の性質を調べ、水溶液による

金属の質的変化について推論する。k-2

酸性の水溶液やアル カリ性の水溶液 を混ぜ

合わせ るともとの水溶液とは異なった性質

を示す ことか ら、水溶液の質的変化 につい

て推論する。 里一3

ハ ーブ テ ィ ー、 リ トマス 紙 な どの指 示 薬 に

よ る色 の変 化 か ら水 溶液 を酸 性 ・中 性 ・ア

ル カ リ性 に 分類 す る こ とがで きる。 表一1

水溶液に金属を入れて、変化の様子や結

果を観察 し、記録することができる。

表一2

学習 したことをもとに、身の回りの水

溶液や地域河川の汚れ、酸性雨などを

調べることができる。表一3

水溶液には、酸性 ・アルカリ性 水溶液には気体が溶けているもの 水溶液 には金属を変化させる

及び中性のものがあること。 埋一1が あること。 理一2も のがあること。 理一3
酸性 の水溶液とアルカリ性の

水溶液を混ぜ合わせると別の

も.のができること。 駈4
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皿 具 体 的 な手 立 て と実 践事 例

1.興 味 ・関 心 を 高 め る教 材 の 開 発

(1}飲 め る指 示 薬 ハ ー ブ テ ィー(マ ル バ)

この教 材 の利 点 と して,次 の点 が あ げ られ る。

ア ハ ーブテ ィーなので,酸 性 の レモ ンや中性

の砂糖 を入れ る とい う活動が 自然 に行 える。

イ 固体が溶 けて酸性 やアルカ リ性 の性質が表

われ るとい う見方 や考 え方 を養 うことがで き

る。

ウ 他 の植物で も指示薬 になる ものはないか と

い う発展的 な願 いや疑問 を もっ ことがで きる。

エ ヨウ素液や石灰水 を想起 させ る ことがで き

る。

オPHの 変化 に敏感 に反応す る。

力 色の変化か ら他の もので も調べ たいとい う

意欲を もっ ことがで きる。

学 習 の 中で,ハ ー ブ テ ィーの 中 に レモ ンを 入 れ

る と色 の 変 化 に驚 きの 声 が あが っ た。 さ らに 「他

の もの だ と何 色 に変 わ るの か な 」 「す っぱ い もの

が 色 を変 え るの か な 」 とい った疑 問が 生 まれ,次

時 の 活 動 へ とっ なが った。

黄色 緑 空色 透 明 ピンク 赤

1ハイ テ誕濫 モ盗 ムれて難 と・盈こと1

・色の変化
1
・すっぱい

・性質に関係する

・レモ ンが色を変えた

1
・すっぱい もの

が色を変える

黙姻

5

0

5

0

5

0

5

0

5

04433221i

回

一

[

一

一

層

P

P

/

}1

色 ・味 の変 化 変化 の要因 その他

(2)児 童の学習意欲を高めるパ ソコンソフ ト

パ ソコ ンのマルチ メデ ィア機能 を用 いて,

水溶液の性質や実験方 法について調 べ るソフ

トを開発 した。

水溶液の性質や実験方法を映像 や音 声,解

説文 などで分か り易 く説明 してい る。 さらに,

マウス操作だ けで 自分の調 べたい ことを見 っ

け出せ るよ うに工夫 した。

児童 は,炭 酸水か ら出て くる泡 を調べ る活

動の場面で,パ ソコンを活用 して気体 を集 め

iパ灘 緊1蹴 一 るを灘 薩 Σ皇撮的な活動をささえる
曳__._m-t-+}-r一 醜______}

支 援 とな る場 面 が 多 く見 られ た。

ソ フ トを 開 発 す る に あ た って,使 用 した パ ソ コ ンとプ ロ グ ラ ミ ング ツー ル はFM-TOW

NSとTownsGEAR(タ ウ ンズ ギ ア)で あ る。
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2.見 方や考 え方 を高める工夫

(1}話 し合 い活動 の場 の設 定

ア 気体を調べ る活動

炭酸水 に溶 けて いる泡の正体 を調べ る活動で は,

方 法別活動で得 られ た結果を もとに話 し合 う活動を

とり入れた。

そ こで,は じめ水蒸気や空 気 と考えていた児童 も,

石灰水 が白濁 した り,BTB溶 液が黄色に変化す る

とい う実験結果 を知 り,泡 は二酸化炭素であ るとい

う見方 や考 え方 に変容 してい った。

イ 金属 の質的変 化を調べ る活 動

塩酸 が金属 を溶か したのか どうかを調 べ る活動で

は,小 集 団で話 し合いなが ら実験を進め,

「鉄 は溶 けたのかな」

「溶 けたのな ら,蒸 発 させれば 出て くるのかな」

「蒸発 させて出て きた黄色い粉のよ うな物 は鉄 とは

違 うみたいだよ」

「で は,磁 石 にっ くのかな,し らべて みよ う」

とい うよ うに,問 題が は っきりし,実 験 や話 し合 い

活動 によ り,鉄 は塩酸 によ ってその性質が 変化 する

とい う見方 や考 え方 へ と深 ま ってい った。

(2)情 報 コーナーの設 置

酸性 とアルカ リ性 の水溶液 を混

ぜ る活動で は,水 溶液 によ って酸

性 になる場合 とアルカ リ性 になる

場合が ある。

は じめ予想が立て られ なか った

児童 も,資 料やパ ソ コンなど情報

コー ナーを活 用 し,リ トマス紙や

ハー ブテ ィーの色の変化を振 り返

った。そ して,酸 性や アル カ リ性

の強 さに違いがあ るか らで はな い

か と考え追究 し,水 溶液の性質の

変化 についての見方や考え方が深

まってい った。

IV今 後の課題

金属の質的変化を調べる活動

塩酸に鉄片が溶 けた液を蒸発 させ て

残 ったものは、電気 も通 さなかった

し磁石を近づけてもくっっかなかっ

た。残 った ものは、金属でもな く鉄

で もない他の物になった。

(塩酸に鉄 を溶か した児童)

水酸化ナ トリウムで とか したアル ミ

はど うなったのかを調 べるために、

蒸発 させてでてきた粉に電気 を通 し

てみたけ ど通 らなかった。そこで水

に溶か してみた ら溶 けて しまった。

金属が水に溶けるなんておか しい と

思った。電気 を通 さない し水にも溶

けるか らアル ミは他 の物に変わった

と思った。

(水酸化ナ トリウムにアル ミを溶

か した児童)

i情報 コー ナー の レイ ア ウ トと各 々の説 明i

/ 1疑問 ・発 見 ・一ナーi

塊
i

」

、
層

ヒン ト

カー ド
ビ デ オ 封 一

コーか

[情報 交換 コーナ ー]

*問 題 別 ・方法 別 の グル ー プ の情 報 交換 や 分 か った こ と

[疑 問 ・発 見 コー ナー]

*個 人 が 見 出 した疑 問 や 分 か っ た こ とを掲 示 し、情 報 交

[ヒン ト・パ ソコ ン・ビデ オ ・本 コー ナー 】

*問 題 を見出 した り疑 問 を解決 す る手だ て とな る場

1情報交換・+
し

の発表の場

換を行う場

『 ヒ・・凋 堰
卜1

情報 コーナーの一つ としてパ ソコ ンの活用を考えたが,自 主 ソフ トの開発 にはあ る程度

の専門的な知識 や準備の時間がかか る。適切な ソフ トの充実が望まれ る。
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